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▲小学校では、分別のしかたやごみを減らす方法を�
　考える学習が行われています。�

ごみの分別分別を市内統一を市内統一して8カ月。�

皆さんの1818分別分別への取り組み組みが、が、ごみの減量減量という結果結果として現れ始めて現れ始めていています。�

昨年昨年1010月から今年今年3月までの半年間半年間の経過経過をお伝えします。�

ごみの分別を市内統一して8カ月。�

皆さんの18分別への取り組みが、ごみの減量という結果として現れ始めています。�

昨年10月から今年3月までの半年間の経過をお伝えします。�

燃やせるごみ�

燃やせないごみ�
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紙製容器包装�

缶　　　　類�
アルミ缶�
スチール缶�

焼却�

埋め立て�

紙　　製　　品�

固形燃料�

バイオディーゼル燃料�

アルミ製品�
鉄 製 品 �

び　　ん�
舗 装 材 �

繊維�綿�
プラスチック容器�

無　　色�
茶　　色�
その他の色�

び 　 ん 　 類 �

ペットボトル�

天ぷら油（廃食用油）�

クリーンセンター�
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（株）グリーンテック（詫間町）� 大手製紙会社�
（石炭などの代替燃料）�
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「燃やせるごみ」の月別収集量�

「燃やせないごみ」の月別収集量�

「プラスチック製容器包装」の月別収集量�

「紙製容器包装」の月別収集量�

天ぷら油（廃食用油）の回収量� 　
対
前
年
度
比
87
％
と
約
1
割
減
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
燃
や
せ
る
ご
み
」
に

出
さ
れ
て
い
た
紙
製
容
器
包
装
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
が
分
別
さ
れ
た
た
め

と
考
え
ま
す
。�

　
対
前
年
度
比
61
％
と
約
4
割
減
と
な
り
、

収
集
量
が
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
と
し
て
出
さ

れ
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
、

び
ん
類
、
缶
類
、
金
属
ご
み
お
よ
び
有
害

ご
み
が
分
別
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ま
す
。�

　
山
本
町
、
三
野
町
、
詫
間
町
で
は
以
前

か
ら
分
別
収
集
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

10
月
か
ら
市
全
体
で
資
源
化
へ
の
取
り
組

み
が
始
ま
り
、
収
集
量
は
約
2
倍
に
な
り

ま
し
た
。�

　
10
月
か
ら
、
新
た
な
資
源
化
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
市
全
体
で
分
別
収
集
が
始

ま
り
ま
し
た
。
毎
月
約
15
t
の
紙
製
容
器

包
装
が
収
集
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
だ
ま
だ
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
や
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
の
中
に
リ
サ
イ
ク
ル
可
能

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
一
層
の
分
別
意
識
と
協
力
で
、
「
処
分
す
る
ご
み
」

か
ら
「
活
か
す
ご
み（
資
源
）」
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。�

ご
み
を
活
か
す
の
は
あ
な
た
で
す
。�

111111％�111％�

天
ぷ
ら
油（
廃
食
用
油
）は�

　
　
パ
ッ
カ
ー
車
の
燃
料
に�

燃
や
せ
る
ご
み
は�

　
　
　
　
　
約
１
割
減�

燃
や
せ
な
い
ご
み
は
�

　
　
　
　
　
　
約
4
割
減
�

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製�

　
　
容
器
包
装
は
約
2
倍�

紙
製
容
器
包
装
は�

　
　
　
1
カ
月
約
15
ト
ン�

収
集
し
た
ご
み
の
ゆ
く
え�

※搬入先は今年度の委託業者です。�
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秋
山
　
八
美
（
高
瀬
町
）

藤
田
　
　
智
（
豊
中
町
）

多
田
　
　
清
（
財
田
町
）

泰
田
　
恒
雄
（
仁
尾
町
）

大
西
　
美
輝
（
山
本
町
）

香
川
　
　
保
（
詫
間
町
）

氏
家
　
太
平
（
三
野
町
）�

　
5
月
28
日
の
三
豊
市
議
会
臨
時
会
で

議
会
の
同
意
を
得
て
、
三
豊
市
副
市
長

に
佐
子
照
雄
氏
（
前
総
務
部
長
・
58
歳
）

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
度
の
三
豊
市
自
治
会
連
合
会
の
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
（
敬
称
略
）�

　
平
成
21
年
知
事
表
彰
と
消
防
功
労
定
例
表
彰
の
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
、
三
豊
市
か
ら
は

次
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）�

【
地
方
自
治
功
労
】�

合
田
　
忠
二
（
高
瀬
町
）�

谷
川
　
利
行
（
財
田
町
）�

大
平
　
俊
和
（
高
瀬
町
）�

藤
川
　
淳
一
（
山
本
町
）�

谷
口
　
順
一
（
三
野
町
）�

役
　
職�

会
　
長�

副
会
長�

　
〃�

理
　
事�

　
〃�

　
〃�

　
〃�

　
〃�

　
〃�

　
〃�

　
〃�

　

町
名（
自
治
会
名
）�

高
瀬
町（
中
浦
）�

詫
間
町（
桃
山
）�

豊
中
町（
13
区
）�

高
瀬
町（
大
谷
）�

　
〃
　（
高
口
）�

山
本
町（
岩
瀬
）�

　
〃
　（
山
本
東
中
）�

　
〃
　（
中
）�

三
野
町（
宗
吉
西
）�

　
〃
　（
丸
尾
）�

　
〃
　（
法
下
）�

　
氏
　
名�

成
行
　
明
節�

宮
川
　
正
夫�

矢
野
　
文
生�

近
藤
　
友
八�

梶
　
　
清
司�

近
藤
　
雅
春�

田
中
　
　
徹�

大
北
　
精
一�

岩
田
　
裕
之�

平
田
　
道
夫�

関
　
　
　
博�

役
　
職�

理
　
事�

　
〃�

　
〃�

　
〃�

　
〃�

　
〃�

　
〃�

　
〃�

監
　
事�

　
〃�

　

町
名（
自
治
会
名
）�

豊
中
町（
忌
部
上
）�

　
〃
　（
福
岡
）�

詫
間
町（
大
浜
）�

　
〃
　（
須
田
西
）�

仁
尾
町（
宮
の
端
）�

　
〃
　（
草
木
）�

財
田
町（
中
元
）�

　
〃
　（
北
地
上
）�

仁
尾
町（
大
北
）�

財
田
町（
荒
戸
下
）�

　
氏
　
名�

今
川
　
　
亨�

　
岡
　
良
二�

江
頭
　
昌
道�

銅
山
　
龍
門�

木
下
　
貴
支�

河
津
　
成
雄�

秋
山
　
重
義�

菅
原
　
順
三�

三
宅
　
　
昌�

西
上
　
光
博�

今
井
　
康
雄
（
豊
中
町
）

関
　
　
正
月
（
三
野
町
）

大
西
　
　
修
（
豊
中
町
）

藤
田
　
誠
一
（
三
野
町
）

内
山
　
　
夫
（
高
瀬
町
）

近
藤
　
昌
昭
（
財
田
町
）

馬
淵
　
和
豊
（
山
本
町
）

小
野
　
文
善
（
高
瀬
町
）

長
谷
川
謙
二
（
高
瀬
町
）

貞
　
　
憲
男
（
高
瀬
町
）�

宇
川
　
　
仁
（
豊
中
町
）�

川
　
　
光
陽
（
山
本
町
）�

前
川
　
尊
夫
（
高
瀬
町
）�

平
川
　
善
久
（
山
本
町
）�

三
　
　
尋
晶
（
高
瀬
町
）�

小
野
　
文
善
（
高
瀬
町
）�

貞
　
　
憲
男
（
高
瀬
町
）�

滝
口
　
直
樹
（
三
野
町
）�
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三豊市議会・議会広報委員会�●三豊市議会だよりの発行・編集は� 〒７６７－８５８５　三豊市高瀬町下勝間２３７３番地　☎７３－３００９�

平成21年第3回三豊市議会臨時会　審議結果�

議
�
会
�
日
�
誌
�

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会�

議
会
運
営
委
員
会�

教
育
民
生
常
任
委
員
会�

議
会
運
営
委
員
会�

定
例
会�

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会�

定
例
会
（
一
般
質
問
）�

議
会
広
報
委
員
会�

定
例
会
（
一
般
質
問
）�

定
例
会
（
一
般
質
問
）�

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会�

建
設
経
済
常
任
委
員
会�

総
務
常
任
委
員
会�

全
員
協
議
会�

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会�

議
会
運
営
委
員
会�

�

全
国
市
議
会
議
長
会
総
会�

�

臨
時
会�

～�

　
臨
時
会
に
は
5
議
案
が
提
案
さ

れ
、
次
の
専
決
処
分
3
議
案
は
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
「
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
及
び
「
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
等
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
三
豊
市
税
条
例
・

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。
�

　
ま
た
、
「
平
成
20
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
6
号
）」
に
つ
い

て
は
、
繰
越
明
許
費
の
補
正
で
、

農
業
費
の
畑
地
か
ん
が
い
施
設
緊

急
更
新
補
修
事
業
、
土
木
管
理
費
�

の
測
量
設
計
積
算
シ
ス
テ
ム
導
入

事
業
及
び
港
湾
費
の
港
湾
維
持
管

理
事
業
の
3
件
を
追
加
し
、
平
成

21
年
度
に
繰
り
越
す
も
の
で
す
。
�

　
「
三
豊
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
改
正
」
に
つ
い

て
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
い
職
員

は
期
末
・
勤
勉
手
当
を
0
・
2
カ

月
、
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
・

市
議
会
議
員
は
期
末
手
当
を
0
･

15
カ
月
引
き
下
げ
る
も
の
で
あ
り
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
�

　
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
は
、

佐
子
照
雄
氏
（
財
田
町
財
田
上
）

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。
�

平
成
２１
年
第
3
回
 

三
豊
市
議
会
臨
時
会
�

議案第67号�

議案第68号�

議案第69号�

議案第70号�

議案第71号�

専決処分の承認（税条例等の一部を改正する条例）�

専決処分の承認（国民健康保険税条例の一部を改正する条例）�

専決処分の承認（平成20年度一般会計補正予算（第6号））�

職員の給与に関する条例等の一部改正�

副市長の選任�

原案承認（全会一致）�

原案承認（全会一致）�

原案承認（全会一致）�

原案可決（賛成多数）�

原案同意（全会一致）�
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問い合わせ　税務課　☎ 7 3 ー3 0 0 6問い合わせ　健康課　☎ 73ー3 014

区 分 � 医 療 分 � 後期高齢者支援分�

課税標準額（※）×税率  5.5％�

固定資産税額×税率　28.0％�

被保険者1人につき　22,000円�

特定世帯(※)以外の世帯 22,000円�

特定世帯(※)　11,000円�

　　　　　　470,000 円�

課税標準額（※）×税率 1.5％�

固定資産税額×税率  7.0％�

被保険者1人につき　5,000円�

特定世帯(※)以外の世帯 6,000円�

特定世帯(※)　3,000円�

　　　　　120,000 円�

介護分（40歳～ 64歳）�

課税標準額（※）×税率 1.15％�

固定資産税額×税率  5.0％�

被保険者1人につき　6,800円�

1世帯につき　4,000円�
�

　　　　　100,000 円�

所得割�

資産割�

均等割�

平等割�
�

課税限度額�

　国保税は、毎年7月に決定し、国保に加入している人の世帯主（納税義務者）に課税されます。世
帯主が国保に加入していなくても、世帯内に国保の加入者がいれば、納税通知書は世帯主に送付します。�
　また、年度途中で、国保資格取得、喪失になる人については、そのつど更正決定通知書をお送りします。�

※課税標準額は、前年の総所得金額から基礎控除額330,000円を差し引いた額です。�
※特定世帯とは、同一世帯の人が、後期高齢者医療制度に移行することにより国保の資格を喪失し、
　国保加入者が1人になった世帯のことです。�

世帯主に課税されます�

特別徴収対象者…国保の加入者が65歳から74歳までの
人だけの世帯は、世帯主の人の年金から天引きによる納付�

・特別徴収の対象となる年金の年額が18万円以上の人�

・介護保険料と国民健康保険税を合わせた額が年金受給
　額の2分の1を超えない人�

普通徴収対象者…特別徴収対象者以外の人�
　納付書で市役所および支所・金融機関の窓口で納付
する方法と、口座振替で納付する方法があります。�
安全で便利な口座振替をお勧めします。�
　口座振替日は納付月の末日（12月は25日）です。納期は、
7月から翌年2月までの年8回です。�

※上位所得者とは、基礎控除後の総所得金額などが 600 万円を超える世帯です。�

70歳未満の人�

　低所得の人は、申請により交付された認定証を医療機関に提示すれば、医療機関窓口での支払い
は、低所得の自己負担額までとなります。一定以上所得者と一般の人は、既に交付済みの高齢受給
者証により、もともと自己負担限度額までの負担になっていますので、申請の必要はありません。�

70歳以上（前期高齢者）の人�

　国保税は、医療分と後期高齢者支援分と介護分（40歳～64歳までの人）を合わせた額です。�

1年間（4月～翌年3月）の保険税は�

　普通徴収と特別徴収の2種類に分かれています。�

国保税の納め方�

　世帯の所得に応じて、7割、5割、2割の軽減制度があります。�

国保税の軽減制度があります�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度�

加
入
に
伴
う
国
民
健
康�

保
険
税
の
軽
減�

入院時食事標準負担額� 世帯単位（入院および外来含む）�

210 円�
（入院が90日を超えると160円）�

自己負担限度額　24,600円�

自己負担限度額　15,000円�

低所得者�

260 円�

10 0 円�

自己負担限度額　44,400円�一　般�

260 円�
自己負担限度額  80,100円＋（医療費－267,000円）×1％�

ただし年間4回目以降の自己負担限度額44,400円�
一定以上所得者�

入院時食事標準負担額� 世帯単位（入院および外来含む）�

210 円�
（入院が90日を超えると160円）�

自己負担限度額　35,400円�

4回目以降の自己負担限度額　24,600円�

�

住民税�
非課税世帯�

260 円�
自己負担限度額　80,100円＋（医療費－267,000円）×１％�

ただし年間4回目以降の自己負担限度額　44,400円�
一　般�

260 円�
自己負担限度額  150,000円＋（医療費－500,000円）×1％�

ただし年間4回目以降の自己負担限度額　83,400円�
上位所得者�

例�

◎5年間軽減が受けられます。�
・ 所得が低く国保税の軽減を受けている世帯�

・ さらに、国保の加入者が1人の場合� 平等割額が半額になります�

世帯構成や収入が変わらなければ、今まで�
と同じ軽減を受けることができます�

　申請により交付された認定証を医療機関に提示すれば、入院時の�
医療機関窓口での支払いは自己負担限度額までとなります。�

例�

◎申請により、2年間軽減が受けられます。�
・ 65歳以上で新たに国保に加入し、国保税を納める�
　 ことになった人�
・ さらに、国保の加入者が1人の場合　�

均等割額が半額になり、所得割額・資産割�
額がかかりません�
平等割額が半額になります�

健
康
課
ま
た
は
�

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
�

税
務
課
　
☎
73
・
3
0
0
6
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問い合わせ　税務課　☎ 7 3 ー3 0 0 6
問い合わせ　健康課　☎ 7 3 ー3 0 1 4

問い合わせ　税務課　☎ 7 3 ー3 0 0 6

基準額（年額）44,400円（平成18～20年度までと変わりません）�

所得段階� 対　　象　　者�

生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市民税非課税の人�

世帯全員が市民税非課税の人で、本人の年金収入額と前年の合計所得金額の�
合計が80万円以下の人�

世帯全員が市民税非課税の人で、第2段階に該当しない人�

世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税で、本人の年�
金収入額と前年の合計所得金額の合計が80万円以下の人�

世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税で、本人の年�
金収入額と前年の合計所得金額の合計が80万円を超える人�

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が125万円未満の人�

〃　　　　　　　　　125万円以上200万円未満の人�

〃　　　　　　　　　200万円以上の人�

第 1 段階�

第 2 段階�

第 3 段階�

第 4 段階�

第 5 段階�

第 6 段階�

第 7 段階�

21 , 6 0 0

2 1 , 6 0 0

3 2 , 4 0 0

3 8 , 4 0 0

4 3 , 2 0 0

4 8 , 8 0 0

5 4 , 0 0 0

6 4 , 8 0 0

軽減後の�
保険料（年額）�

～65歳以上の人の介護保険料～�
　介護保険料は毎年7月に決定し、納入通知書を被保険者の皆さんに送付します。年度の途中で65歳に
なる人は、そのつど納入通知書を送付します。�

　介護保険料は、基準額をもとに本人の市民税の課税状況や所得、世帯の市民税の課税状況に応じて7
段階に分かれます。平成21年度の介護報酬改定（プラス3％）により、介護保険料の上昇を抑制するた
め、平成21～23年度の保険料については、国から介護従事者処遇改善臨時特例交付金の交付が行われ
ます。平成21年度は、上昇分に相当する額の全額を、平成22年度は半額を基金として交付されます。
これにより、平成21、22年度介護保険料の軽減が図られます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　カードサイズで『黄色』です。�

記載されている内容に間違いがないか確認してください。�

普通徴収の納付は口座振替を利用すると便利です。�
納期ごとに指定口座から自動的に引き落とされ、納付の手間がはぶけます。口座振替で納付を
希望する人は、納付書・通帳・通帳届出の印鑑を持って金融機関の窓口へお申し込みください。
今まで国民健康保険税等を口座振替により納付していた人も同様に手続きをしてください。�

保険料の納め方�

保険料の決まり方�

・年金(老齢基礎年金･退職年金･遺族年金･障害年金)
　が年額18万円以上の人�

･ 年金支給月(偶数月 )に支給される年金から天引き�
　されます。前年度から引き続き特別徴収の人は�
　4･6･8月 (仮徴収 ) と 10･12･2月 (本徴収 ) に区�
　別します。�

(仮徴収 ) ･ ･ ･前年度の2月の保険料と同額または平�
　準化調整額を天引きされます。�

(本徴収 ) ･ ･ ･ 前年分の所得や市民税の課税状況�
　をもとに年間保険料を算出し、その額から4･6･8�
　月に納めた保険料を差し引いた額を、3回に分け�
　て年金から天引きされます。�

・年度途中で65歳になった人、三豊市に転入した人�
・平成21年4月1日現在、年金(老齢基礎年金･退職年金･
　遺族年金･障害年金 )を受給していない人�
・年金が年額18万円未満の人�
・年金種類が老齢福祉年金・恩給等のみの人�
・年金が年額18万円以上だが、年金の受給権を担保に�
　借り入れをしている人や、現況届を提出するのが�
　遅れたため年金が差し止められた人�
・保険料額が年度途中で変更になった人�

・納付書で市役所または各支所、金融機関の窓口で納付
　する方法と、口座振替で納付する方法があります。�
　口座振替日は納付月の末日(12月は25日)です。納期は、
　7月から翌年2月までの年8回です。�

特別徴収 と 普通徴収の2種類に分かれています。�

・特別徴収の対象となる年金の年額が18 万円�
　以上の人�

・介護保険料と後期高齢者医療保険料を合わせ
　た額が年金受給額の 2分の 1を超えない人�

　年 6 回に分けて年金の支払い月（偶数月）に
天引きされます。�

仮徴収（4月、6月、8月）�
本徴収（10月、12月、2月）�

【75歳以上・一定の障がいのある 65歳以上の皆さんが対象者です】�
　7月上旬に、今年度の長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の保険料納入通知書を被保険者の皆さんにお送りし
ます。年度の途中で75歳になる人は、そのつど納入通知書をお送りします。保険料は一人ひとりに賦課されます。�

　現在、被保険者の皆さんがお持ちの被保険者証は、7月末で有効期限（1年間）が満了になります。�
　8月から使用できる新たな被保険者証を被保険者1人に1枚ずつ『特定記録郵便』で 7月17日以降『黄色の封
筒』で送付します。�
　7月28日が過ぎても被保険者証がお手元に届かない場合は配達状況を確認しますので、健康課へお電話ください。�

年間保険料額＝均等割額＋所得割額（50万円を限度とし、100円未満切捨て）�
　・均等割額＝47,700円　・所得割額＝（平成20年中の所得－33万円）×所得割率（8.98％）�
※4月1日以降に納付義務および資格の発生・消滅があるときは月割で計算します。�

　所得の低い人の負担を少なくするため、世帯の所得等に応じて軽減制度があります。軽減対
象者の保険料は、世帯の所得などに応じて、軽減された金額になっています。�

　特別徴収と普通徴収の2種類に分かれています。�

　現在お持ちの被保険者証は、8月 1日以降使用できません�
ので、健康課または各支所市民サービス課までお返しください。�

被保険者証�

保険料の決まり方�

保険料の軽減制度があります�

保険料の納め方�

有効期限の切れた被保険者証の返還�

・特別徴収対象者以外の人�
・年度の途中で75歳になった人および一定の障がいの�
　ある65歳以上の人、三豊市に転入した人�

第1期 　7月31日（金）　　第5期　11月30日（月）�
第2期　 8月31日（月）　　第6期　12月25日（金）�
第3期　 9月30日（水）　　第7期　 2月 1日（月）�
第4期　11月 2日（月）　　第8期　 3月 1日（月）�
口座振替は納期限が口座振替日となります。�

　納付書で市役所または各支所、金融機関の窓口で納
付する方法と、口座振替で納付する方法があります。�

普通徴収の納付は�

　便利な口座振替で�
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3
月
末
に
申
請
書
を
世
帯
主
あ
て
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で

な
い
人
は
、期
限
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
�

◆
申
請
期
限
�

　
平
成
21
年
10
月
6
日
（
火
）
�

　
当
日
消
印
有
効
�

　
期
限
ま
で
に
申
請
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
�

　
場
合
、受
給
を
辞
退
し
た
こ
と
と
み
な
�

　
し
ま
す
。
�

◆
受
付
場
所
�

　
市
役
所
西
館
第
4
会
議
室�

　
ま
た
は
各
支
所
窓
口�

◆
問
い
合
わ
せ�

　
総
務
課
　
定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援�

　
特
別
手
当
対
策
本
部�

　
☎
73
・
3
0
2
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集 団 検 診 の 日 程 �

案内通知をよく読んで受診してください。�
がん検診の事前申し込みをしていない人で、検診を希望する対象者の人は当日検診会場まで直接お越しください。�

※7月16日（木）高瀬町環境改善センターでは検診を行いませんので、ご注意ください。�

※集団検診のお知らせは、市ホームページにも掲載しています。�

7月15日（水）�

17日（金）�

21日（火）�

22日（水）�

23日（木）�

24日（金）�

27日（月）�

月 日 � 場 所 �

高瀬町農村�
環境改善セ�
ンター�

受付時間 8：30 ～11：30�
（胃がんは 8：30～11：00）�

　　・（特定）健康診査�

　　・生活機能検診�

　　・前立腺がん検診�

　　・肝炎ウイルス検診�

　　・結核・肺がん検診�

　　・大腸がん検診�

　　・胃がん検診�

受付時間および検診項目�

8月3日（月）�

4日（火）�

5日（水）�

6日（木）�

7日（金）�

月 日 � 場 所 �

三野町保健�
センター�

受付時間 8：30 ～11：30�
（胃がんは 8：30～11：00）�

　　・（特定）健康診査�

　　・生活機能検診�

　　・前立腺がん検診�

　　・肝炎ウイルス検診�

　　・結核・肺がん検診�

　　・大腸がん検診�

　　・胃がん検診�

受付時間および検診項目�

問い合わせ　健康課　☎73ー3014

 

日
常
生
活
の
快
適
さ
を
損
な
う
、
騒
音
か

ら
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
騒
音
規
制
法

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
に
基
づ
く
、

規
制
地
域
の
指
定
と
規
制
基
準
の
設
定
は

県
が
行
い
ま
す
。�

　
今
回
、
平
成
9
年
以
来
十
余
年
ぶ
り
に

規
制
地
域
の
見
直
し
等
が
行
わ
れ
、
平
成

21
年
7
月
1
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。�

新
た
に
規
制
す
る
地
域�

　
高
瀬
町
の
一
部
、
山
本
町
の
全
域
、
詫

間
町
の
一
部
、
財
田
町
の
全
域
が
新
た
に

指
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
島
し
ょ
部
を
除

く
三
豊
市
全
域
が
騒
音
規
制
法
の
規
制
地

域
と
な
り
ま
す
。�

騒
音
規
制
法
の
対
象�

　
発
生
源
別
に
特
定
施
設
を
設
置
す
る
工

場
お
よ
び
事
業
場
、 

特
定
建
設
作
業
、
自

動
車
騒
音
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。�

※
特
定
施
設
・
特
定
建
設
作
業
の
種
類
お
よ

び
区
域
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
特
定
施
設
を
設
置
す
る
工
場
、
事
業
場�

　
特
定
施
設
を
設
置
す
る
（
し
て
い
る
）

者
は
、
市
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
次
に

掲
げ
る
規
制
基
準
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。�

②
特
定
建
設
作
業�

　
特
定
建
設
作
業
を
伴
う
建
設
工
事
を
施

行
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
市
に
届
け
出
る

と
と
も
に
、
次
に
掲
げ
た
規
制
基
準
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

③
自
動
車
騒
音�

　
自
動
車
騒
音
が
基
準
を
超
え
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
り
道
路
周
辺
の
生
活
環
境
が
著

し
く
損
な
わ
れ
て
い
る
と
認
め
る
と
き
、

市
長
は
公
安
委
員
会
や
道
路
管
理
者
に
騒

音
を
低
減
す
る
措
置
を
と
る
よ
う
要
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
環
境
衛
生
課
　
☎
73
・
3
0
0
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特定工場等の騒音に関する規制基準（単位：デシベル）�

第 1 種 区 域 �

第 2 種 区 域 �

第 3 種 区 域 �

第 4 種 区 域 �

5 0 �

5 5 �

6 5 �

7 0

4 5 �

5 0 �

6 0 �

6 5

4 0 �

4 5 �

5 0 �

6 0

昼間�
8:00～19:00

夜間�
22:00～6:00

　　朝・夕 �
  6 : 00 ～ 8 : 00�
19:00～22:00区域�

時間�

特定建設作業の騒音に関する規制基準�

10時間を越えない�

連続6日を越えない�

日曜その他の休日�

14時間を越えない�

85デシベルを越えない�

区 　 域 � 第 1 号 � 第 2 号 �

22：00～6：0019：00～7：00

騒 音 の 大 き さ �

作 業 禁 止 時 間 �

1日あたりの作業時間�

作 業 期 間 �

作 業 禁 止 日 �

感
染
を
防
ぐ
に
は
�

＊
手
を
よ
く
洗
う
�

＊
調
理
器
具
は
、
熱
湯
や
塩
素
系
�

　
漂
白
剤
で
消
毒
を
す
る
�

＊
食
品
は
し
っ
か
り
火
を
通
す
�

 
国
民
年
金
（
短
期
年
金
）
を
受
給
し
て
い
る

人
に
、「
所
得
状
況
届
」
が
社
会
保
険
庁
か
ら

送
ら
れ
ま
す
。
こ
の
「
所
得
状
況
届
」
に
よ
り
、

毎
年
所
得
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
必
要
事
項

を
記
入
し
、
市
民
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

【
届
出
対
象
者
】�

　
20
歳
前
に
初
診
日
の
あ
る
傷
病
等
に
よ
る

障
害
基
礎
年
金
や
障
害
福
祉
年
金
か
ら
の
裁
定

替
え
に
よ
り
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
中
の
人
と
、

母
子
（
準
母
子
）
福
祉
年
金
か
ら
の
裁
定
替
え

に
よ
り
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
中
の
人
で
す
。

（
年
金
コ
ー
ド
が
6
3
5
0
・
2
6
5
0
・
2
7
5
0
・

2
8
5
0
の
人
）�

※
所
得
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
年
金

の
支
給
が
一
時
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
収
入
の
な
い
受
給
者
も
必
ず
申
告

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。�

※
平
成
21
年
1
月
2
日
以
降
に
住
所
変
更

を
さ
れ
た
年
金
受
給
者
は
、
平
成
21
年
1

月
1
日
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
た
市
町

村
で
平
成
21
年
度
課
税
証
明
書
（
平
成
20

年
分
所
得
）
の
交
付
を
受
け
て
、「
所
得
状

況
届
」
と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　

市
民
課
　

☎

73
・
3
0
0
5
�

香
川
社
会
保
険
事
務
局
善
通
寺
事
務
所
年
金
�

給
付
課
　
☎
0
8
7
7
（
6
2
）
1
6
6
1



問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
　
☎
73
・
3
0
1
6

▼�

こ
こ
ろ
に�

と�
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少
年
相
談
コ
ー
ナ
ー
�

相
談
電
話
☎
６２
・
1
1
1
6

し
ん
　
　
　
こ
　
　
　
き
ゅ
う
�

62-1115�

62-1116

☎

☎

一般用�

少年相談�

　【
う
つ
病
の
治
療
に
つ
い
て
】�

　
う
つ
病
も
他
の
病
気
と
同
じ
よ
う
に
き
ち
ん
と
医

療
機
関
を
受
診
し
適
切
な
薬
を
処
方
し
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
で
す
。
治
療
に
は
、
脳
の
神
経
伝
達
物
質

が
減
少
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
切
れ
た
状
態
を
元
に
戻

す
た
め
の
薬
や
症
状
に
応
じ
た
薬
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
回
復
の
た
め
に
は
、
時
間
と
落
ち
着
け
る
環
境
、

そ
し
て
休
養
が
必
要
で
す
。�

今年の3月に�
65 歳以上の人に送
付したアンケート�
（介護認定を受けて
いる人を除く）�

ステップ②�
検査の結果で介護予防事業の
対象となる人を決定します�

介護予防事業（元気アップ教室・歯
っぴー教室など）に参加してください。�

　からだの「機能の低下」や「最近気になること」をチェックし、一人ひとり
にあった適切な介護予防事業を見つけるために生活機能検査を実施しています。
緑色の受診券が届いた人は、検査の対象ですので、集団検診、医療機関で実施
する健康診査、人間ドックの機会に必ず検査を受けましょう。�

　
地
区
ご
と
に�

「
少
年
を
守
る
会�

会
員
」
が
毎
月
有�

害
図
書
等
を
回
収�

し
て
い
ま
す
。�

<

設
置
場
所
は
17
カ
所>

�

財
田
　
Ｊ
Ａ
財
田
上
支
所
横�

　
　
　
Ｂ
＆
Ｇ
駐
車
場
前
・
川
上
公
民
館
前 �

山
本
　
旧
山
本
バ
ス
停
横
・
財
田
川
河
川
敷
・�

　
　
　
神
田
公
民
館
駐
車
場�

豊
中
　
Ｊ
Ｒ
本
山
駅
横
・
豊
中
庁
舎
前�

　
　
　
Ｊ
Ｒ
比
地
大
駅
前�

高
瀬
　
マ
ル
ナ
カ
駐
車
場
横�

　
　
　
高
瀬
町
図
書
館
横�

三
野
　
イ
ン
パ
ル
み
の
駐
車
場�

　
　
　
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場�

詫
間
　
詫
間
駅
前
・
武
道
館
横�

仁
尾
　
仁
尾
支
所
前
・
総
合
文
化
会
館
横�

<

昨
年
度
の
回
収
数>

�

有
害
図
書
　
3,
2
0
1
冊�

有
害
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
　
8
7
1
個�

　
『
白
ポ
ス
ト
』
は
青
少
年
の
健
全
育
成
に�

有
効
な
取
り
組
み
で
す
。
ご
理
解
と
、ご
協
力
を�

お
願
い
し
ま
す
。�

・今までどおり介護予防を心がけた生
活を送ってください。�
・遊ビリテーション、脳きらり教室な
どの介護予防教室もご利用ください。�

基本チェックリスト�

・検査等�
　　診察・問診�
　　計測・心電図�
　　血液検査など�
・医師の判定�

生活機能検査�

　
み
と
よ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
（
通
称
　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）
は
、「
育
児

の
援
助
を
受
け
た
い
人
（
お
ね
が
い
会
員
）」

と
「
育
児
の
援
助
を
し
た
い
人
（
ま
か
せ
て

会
員
）」
を
会
員
と
し
て
登
録
し
、
育
児
の

相
互
援
助
を
支
援
し
て
い
ま
す
。�

　
今
月
か
ら
、
2
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
子
育

て
中
の
人
に
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
利
用
料
を
助

成
し
ま
す
。�

助
成
内
容�

＊
申
請
に
よ
り
フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
利
用
券
を
支
給�

　
対
象
児
１
人
当
た
り�

　
3
万
円
相
当
（
3
0
0
円
×
1
0
0
枚
）�

�������

対
象
者�

＊
2
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
子
育
て
中
の
人�

申
し
込
み�

＊
み
と
よ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン�

　
タ
ー
（
豊
中
町
福
祉
会
館
内
）
ま
た
は�

　
子
育
て
支
援
課�

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し�

　
て
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
☎
62
・
1
1
9
2
�

　
子
育
て
支
援
課
　
☎
73
・
3
0
1
6�

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
母
子
家
庭
等
の
生
活

の
安
定
と
自
立
を
促
進
し
、
児
童
の
健
や
か

な
成
長
を
願
っ
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。�

　
対
象
は
、
離
婚
な
ど
で
父
親
（
内
縁
関
係

を
含
む
）
が
い
な
い
児
童
や
、
父
親
に
重
度

の
障
が
い
が
あ
る
児
童(

18
歳
に
な
っ
て
最

初
の
3
月
31
日
ま
で
。
心
身
に
障
が
い
の

あ
る
場
合
は
20
歳
未
満)

を
育
て
て
い
る
母

親
ま
た
は
養
育
者
で
す
。�

◆
児
童
扶
養
手
当
月
額（
子
ど
も
1
人
の
場
合
）�

　
全
部
支
給
　
4
1,
7
2
0
円
�

　
一
部
支
給
　
4
1,
7
1
0
円
�

　
　
　
　
　
　
　
〜
　
9,
8
5
0
円
�

　
2
人
目
は
　
5,
0
0
0
円
、
3
人
目
以

　
降
は
1
人
に
つ
き
3,
0
0
0
円
を
加
算�

◆
届
け
出
を
忘
れ
ず
に�

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
の
資
格
登
録
を
さ

れ
て
い
る
人
は
、
毎
年
1
回
、
8
月
に
必

要
な
書
類
を
添
付
し
て
現
況
届
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
こ
の
届
け
は
、
毎
年
8
月
1
日
現
在
の

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。�

　
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
7
月
下
旬
に
個
別

に
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。�

　
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
、
そ
の
年
の

8
月
分
以
降
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
必
ず
本
人

が
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
子
育
て
支
援
課
　
☎
73
・
3
0
1
6

　
「
同
和
問
題
は
こ
わ
い
問
題
で
あ
り
、
避
け

た
ほ
う
が
い
い
」
と
い
う
誤
っ
た
意
識
に
つ
け

込
み
、「
同
和
」
団
体
名
を
か
た
り
、
高
額
図
書

等
の
購
入
を
強
要
し
た
り
、
各
自
治
体
に
公
共

事
業
を
請
け
負
っ
た
企
業
を
確
認
し
て
仕
事
の

斡
旋
を
要
求
し
た
り
す
る
行
為
が
お
き
て
い
ま

す
。�

悪
徳
商
法
排
除
の
相
談
�

高
松
法
務
局
観
音
寺
支
局
　
�

☎
25
・
4
5
2
8
 
�

県
総
務
部
人
権
・
同
和
政
策
課
　
�

☎
0
8
7
（
8
3
2
）
3
2
0
2
�

人
権
課
　
☎

73
・
3
0
0
8
�

訪
問
販
売
な
ど
の
相
談
�

西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー
　
�

☎
25
・
5
1
3
5
�

悪
質
な
場
合
の
相
談
�

警
察
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
　
�

☎
0
8
7
（
8
3
1
）
0
1
1
0
�

　
ま
た
は
♯
9
1
1
0

　
不
当
な
要
求
に
は
、
「
そ
れ
は
で
き
ま
せ

ん
」
「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」
と
断
っ
て
す
ぐ
切

り
、
相
手
の
ペ
ー
ス
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
！�

同
和
を
か
た
る
悪
徳
商
法�

に
ご
注
意
く
だ
さ
い�

・
・
・�

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
☎

73
・

3
0
1
5

現時点では、介護予防事�
業の利用は必要のない人�

介護予防事業の利用が�
必要な人�

ステップ③�
対象となる介護予防事
業の案内をします�

ステップ①�
生活機能が低下している可
能性のある人を特定します�

　問い合わせ　三豊市地域包括支援センター（介護保険課内）　☎ 73ー3 017

・
ゆ
っ
く
り
と
話
を
聴
く
。
�

・
医
療
機
関
へ
の
受
診
と
休
養
を
す
す
め
る
。
�

・
『
怠
け
』
で
は
な
く
病
気
と
理
解
す
る
。
�

・
励
ま
し
、
過
干
渉
、
非
難
は
禁
物
。
�

・
寄
り
添
う
気
持
ち
で
見
守
り
を
。
�

・
不
眠
や
不
安
が
続
く
よ
う
な
ら
受
診
を
。
�

　(

メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
診
療
内
科
・
精
神
科
に)

�

・
身
近
な
人
に
自
分
の
状
態
を
理
解
し
て
も
ら
う
。
�

・
ゆ
っ
く
り
と
休
養
を
と
る
。
�

▲ファミサポ�



古式ゆかしき�

お田植え祭�

財田町　　　　　　　　　高瀬町財田町　　　　　　　　　高瀬町�財田町　　　　　　　　　高瀬町�

　財田町鉾八幡宮と高瀬町大水上神社でお田植え祭が行われました。鉾八幡宮の献穀田では、
稲の豊かな実りを祈願して地元の中・高校生7人の早乙女たちが苗を植えていきました。大水
上神社のお田植え祭は、香川県神社庁の12地区が持ち回りで実施しているもので、今年は12
年ぶりに三豊地区が担当しました。地元二ノ宮小学校5・6年生10人の早乙女たちが献穀田に
入り、1本1本ていねいに苗を植えていきました。�

みんなでコロコロ よもぎだんごパーティー�みんなでコロコロ よもぎだんごパーティー�やったぁ！プール開き�
　市内保・幼・小学校では、順次プール開きを行っていま
す。仁尾小学校では、気温が26度を超えて絶好のプール
日和となり、みんな思い思いに水の感触を楽しみました。�
�

　上高瀬幼稚園で「よもぎだんごパーティー」がありました。
これは、「にこにこあいさつ・もりもり食べよう・どんどん
歩こう」活動の一環で、今年で4年目。自分たちで作った
おだんごの味は特別で、みんなでおいしくいただきました。�

１年の配水の安全と豊潤を祈願して�
　財田町の香川用水記念公園で第25回香川
用水水口祭が行われました。神事のあと、
知事や市長が水路にお神酒を注ぐと、噴水
が勢いよく吹き上がり、大勢の見物客から
歓声が沸き起こりました。�
�

古代米の空中田植え�
　河内小学校の児童が観音寺市立伊吹小学校の児童を招い
て、学校近くの実習田で、空中田植えを体験しました。両
校の交流は今年で10年目。児童たちは「大きくなぁれー！」
と声をかけながら苗を一束ずつ空高く投げ上げ、豊作を願
いました。�

　ソフトテニスの全日�
本小学生選手権県予選�
が豊中サンスポーツラ�
ンドで開催されました。�
豊中クラブの大江・森�
ペアが女子の部で優勝�
するなど、優秀な成績をおさめ、全国大会へ出場します。�

　社団法人発明協会が主催す
る「第67回全日本学生児童発
明くふう展」で入選した勝間
小学校2年生の村上和也くん
が市長を表敬訪問しました。
作品名は「いなかのかえる」。
ペットボトルや針金を使って動
くアイディア満載の仕掛けです。�

未来の博士がやってきた！ 

全国大会がんばるぞ！ 

　第4回三豊市長杯弓道大
会が三豊市弓道場で125
人が参加して開催されまし
た。結果は、次のとおりです。�

【男子の部】�
優　勝　俊野　海�
準優勝　近藤　正文�

【女子の部】�
優　勝　三宅　ゆり �
準優勝　立岡　見依�

第4回三豊市長杯弓道大会�

お花がいっぱい！�
フラワーパーク浦島�
花摘みイベント�

　詫間町の幼稚園と保育所の園児が参加して、花摘み
が行われました。イベントには、浦島太郎さんも参加。
園児たちは、牛乳パックで作ったかごとはさみを持参
して、マーガレットやポピーなどたくさんのお花を摘
みました。�

上小ふるさとの会へ感謝状�

　香川県防犯協会連合会長から感謝状が贈られた「上
小ふるさとの会」の皆さんが市長を表敬訪問しました。
発足5年で会員は37人。上高瀬小学校児童の登下校時
の見守り活動などが認められ、今回の受賞となりました。�

エネルギー�
科学教室�

ふうちゃんの会�
ボランティア花苗植え�
ふうちゃんの会�
ボランティア花苗植え�

　下高瀬小学校で四国電力のエネルギー科学
教室が行われました。参加した児童は、エネ
ルギー資源の使われ方や大切さ、エネルギー
の不思議などを、実験を通して学びました。�

　ボランティアグループ「ふうちゃ
んの会」のメンバーが、豊中保育所
の2歳児の園児といっしょにマリー
ゴールドやサルビアの苗を植えました。
ふうちゃんの会は毎月1回定例会を
開きボランティア活動をしています。�



JR高瀬駅�

JRみの駅�

爺神山�
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JR比地大駅�
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国
道
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号
線

県
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詫
間
琴
平
線
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昼
食
の
前
に
宮
司
さ
ん
か
ら
、
節
分
祭
の
こ

と
や
旧
仁
尾
街
道
、
七
宝
山
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。�

　
　
こ
こ
で
は
な
ん
と
節
分
の
前
日
と
当
日
の

2
日
間
、
豆
が
ま
か
れ
て
い
て
、
こ
の
豆
を
食

べ
る
と
1
年
間
マ
メ
に
暮
ら
せ
る
ん
だ
っ
て
。�

　
　
大
黒
様
も
い
て
、
打
ち
出
の
小
槌
で
体
の

悪
い
と
こ
ろ
を
撫
で
て
も
ら
う
と
治
る
と
言
わ

れ
て
い
る
そ
う
よ
。�

　
　
仁
尾
街
道
は
江
戸
時
代
、
港
で
栄
え
た
仁

尾
町
へ
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
商
品
を
運
ん
だ

り
と
多
く
の
人
が
通
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま

た
、
こ
こ
へ
来
る
ま
で
に
も
、
常
夜
灯
な
ど
昔

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
場
所
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
あ
り
ま
し
た
ね
。�

　
　
最
後
は
不
動
の
滝
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

へ
。�

　
　
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
「
宗
吉
か
わ
ら
の
里

展
示
館
」（
①
）に
は
、そ
こ
で
掘
り
出
さ
れ
た

色
々
な
瓦
が
き
れ
い
に
展
示
さ
れ
て
い
た
わ
。�

　
　
館
内
で
は
、
ビ
デ
オ
で
の
解
説
や
館
長
さ

ん
の
説
明
が
あ
っ
て
分
か
り
や
す
か
っ
た
わ
ね
。

へ
向
け
て
歩
い
て
い
る
と
、
途
中
、
三
野
津
平

野
や
三
豊
平
野
が
見
渡
せ
る
ポ
イ
ン
ト
が
数
カ

所
あ
っ
て
、
立
ち
止
ま
っ
て
一
息
い
れ
ま
し

た
。�

　
　
仁
尾
街
道
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
お
店
が
あ

っ
た
わ
。
そ
の
ひ
と
つ
の
和
菓
子
屋
で
は
、
西

讃
特
有
の
お
い
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
　
僕
は
栗
が
１
個
ま
る
ご
と
入
っ
た
「
み
と

よ
」
と
い
う
ま
ん
じ
ゅ
う
を
見
つ
け
た
よ
。�

　
　
ど
れ
も
美
味
し
そ
う
で
し
た
ね
。
そ
し
て

次
に
は
、
昼
食
会
場
の
出
雲
大
社
讃
岐
分
院

（
③
）に
行
き
ま
し
た
ね
。�

　
　
史
跡
公
園
に
は
当
時
の
窯
跡
も
再
現
さ
れ

て
い
た
ね
。
そ
こ
で
作
っ
た
瓦
が
約
2
0
0
km

も
離
れ
た
藤
原
宮
で
使
わ
れ
て
い
た
ん
だ
っ

て
。
す
ご
い
よ
な
あ
!�

　
　
そ
れ
に
、
こ
の
瓦
窯
跡
に
は
日
本
一
が
3

つ
も
あ
る
ん
だ
っ
て
。
1
つ
目
は
長
さ
が
13
メ

ー
ト
ル
の
日
本
最
大
の
瓦
窯
が
あ
る
こ
と
。
2

つ
目
は
、
窯
が
24
基
も
あ
る
こ
と
。
3
つ
目

は
、
藤
原
宮
の
瓦
を
焼
い
た
と
こ
ろ
と
し
て
は

宮
か
ら
最
も
遠
く
に
あ
る
こ
と
。
三
豊
の
自
慢

よ
ね
。�

　
　
公
園
の
中
も
ゆ
っ
く
り
散
策
で
き
る
し
、新

し
い
三
豊
の
魅
力
が
で
き
ま
し
た
ね
。
そ
こ
で

は
地
域
の
人
が
作
っ
た
ボ
イ
セ
ン
ベ
リ
ー
入
り

の
「
瓦
窯
せ
ん
べ
い
」�

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り�

ま
し
た
ね
。
そ
こ
か�

ら
旧
仁
尾
街
道
（
②
）�

　
本
文
を
参
考
に
仲
間
や
家
族
と
一
緒
に
思
い
�

思
い
の
ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
�

　
商
工
観
光
課
　
☎
62
・
1
1
2
9

三
豊
各
地
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
、�

Ｊ
Ｒ
み
の
駅
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

※ 

Ｊ
Ｒ
み
の
駅
へ
は
、
み
の
線
を
ご
利

　 

用
く
だ
さ
い
。�

※ 

Ｊ
Ｒ
本
山
駅
か
ら
は
、
財
田
観
音
寺

　 

線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

Ｊ
Ｒ
本
山
駅
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス�

で
三
豊
各
地
へ
お
帰
り
く
だ
さ
い
。�

　
出
雲
大
社
は
縁
結
び
と
福
の
神
で

名
高
い
大
黒
様
な
ど
を
お
祭
り
し
て

お
り
、
節
分
祭
に
は
多
く
の
方
が
参

拝
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
日
は
あ

め
湯
の
接
待
も
あ
り
ま
す
。�

　
豊
中
に
は
、
四
国
88
ヵ
所
70
番
札

所
の
「
本
山
寺
」
や
ど
ぶ
ろ
く
で
有

名
な
「
宇
賀
神
社
」
な
ど
多
く
の
神

社
仏
閣
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お

越
し
く
だ
さ
い
。�

①宗吉瓦窯跡史跡公園�
宗吉かわらの里展示館�

三豊平野が�
見渡せるポイント�

③ 出雲大社�
　 讃岐分院�

④ 不動の滝�

①
宗
吉
か
わ
ら
の
里�

　
　
展
示
館�

　
　
今
回
は
、史
跡
や
旧
道
な
ど
歴
史
を
肌
で

感
じ
、
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
約
12.
6
km
の
コ

ー
ス
で
す
。
み
の
駅
を
出
発
し
、
宗
吉
瓦
窯
跡

史
跡
公
園
を
見
学
、
仁
尾
へ
続
く
旧
道
沿
い
の

和
菓
子
屋
や
出
雲
大
社
讃
岐
分
院
、
不
動
の
滝

を
巡
り
、
本
山
駅
へ
向
か
い
ま
し
た
。�

　
　
50
メ
ー
ト
ル
の
絶
壁
を
流
れ
落
ち
る
不
動

の
滝
（
④
）
は
、
い
つ
見
て
も
気
持
ち
が
い
い

わ
。
滝
を
バ
ッ
ク
に
カ
メ
ラ
を
構
え
る
人
も
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
。�

　
　
「
さ
ぬ
き
百
景
」の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
不
動

の
滝
は
、
春
は
桜
、
初
夏
は
新
緑
、
秋
は
紅
葉

と
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
を
見
せ
る
と
こ
ろ
な
ん

で
す
よ
。
ま
た
、
そ
の
日
は
地
元
の
皆
さ
ん

が
、
産
地
直
送
で
新
た
ま
ね
ぎ
や
そ
ら
ま
め
の

販
売
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
　
麦
茶
の
接
待
も
あ
り
が
た
か
っ
た
わ
。�

　
　
今
回
の
ウ
ォ
ー
ク
は
少
し
短
い
距
離
で
し

た
が
、
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
宗
吉
か
わ
ら

の
里
展
示
館
を
は
じ
め
、
出
雲
大
社
な
ど
で
新

し
い
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
楽
し
い
コ
ー

ス
で
し
た
ね
。�

　
今
後
も
市
内
各
地
の
ポ
イ
ン
ト
を
コ
ー
ス
に

し
て
紹
介
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度

歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

③
出
雲
大
社
讃
岐
分
院�

②旧 仁尾街道�

出
雲
大
社
讃
岐
分
院
宮
司�

�

　
西
村
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ�

④不動の滝�

JR本山駅�

JRみの駅�
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第8回�

　29連、約1000人の踊り子が舞い踊り、暑い夏
を吹き飛ばします。�

「　　　　　」�

第22回�

　稲藁青竹で作った長さ35ｍ、重さ3ｔの雨乞い
竜。「そぉれ、竜に水あぶせ」の掛け声で水を掛け
たり、竜を担ぐこともできます。�

両日とも午前9時～《雨天決行》�

午後4時～�
第21回�

比地大小学校�

仁尾庁舎周辺�

午前10時～午後9時�
香川用水記念公園�

財田町　道の駅「たからだの里さいた」�

三豊市役所周辺�

＊歌謡ショー（川野夏美）�

音曲漫才（暁 照夫、光夫）�

＊おやじバンドほかイベント多数�

＊高瀬子ども太鼓『童響』�

＊総踊り�

＊屋台村�

18 
日（
土
）�

19 
日（
日
）�

＊比地大校区の子ども会に�
　よる歌や踊りのスタンツ�

＊高瀬子ども太鼓 『童響』�

＊打 ち 上 げ 花 火 �

午後5時45分～�

午後8時頃～�

午後8時30分頃�

＊屋台村・フリーマーケット�
＊仁尾中学校吹奏楽�
仁尾小学校マーチングバンド�
＊踊りコンテスト�
＊総踊り�
＊仁尾竜おどり披露�
＊仁尾竜翔太鼓・竜の水あぶせ�

午後4時～�
午後4時～�
�
午後4時40分～�
午後7時～�
午後7時40分～�
午後7時45分～�

問い合わせ　花火実行委員会 �
　　　　　☎ 090-7146-4533（大宮方）�

問い合わせ　（株）たからだの里　☎ 6 7 - 3 8 8 3

高瀬空射矢まつり実行委員会�
（高瀬事業課内）☎ 7 3 - 3 0 2 7

問い合わせ�

ど  ん�

ど  ん�

午後3時～�

午後4時50分～�

午後4時20分～�

午後4時～�

仁尾竜まつり実行委員会�
（仁尾支所事業課内）☎ 8 2 - 5 1 0 2

問い合わせ�

香川用水記念公園�
水辺の納涼祭実行委員会�
（財田支所事業課内）�
☎ 6 7 - 0 1 0 4

問い合わせ�

　「水の大切さを学ぼう！」をテーマに�
行われる水辺の納涼祭。�
　魚のすくい取りや水の資料館クイズラ�
リーなど、水とふれあうことのできる�
体験コーナーが盛りだくさん。また、�
夏グルメコーナーや打上げ花火もあ�
り、夏の納涼感を家族みんなで楽し�
みましょう！�

両日ともに交通規制あり。ご注意ください。�
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　成人式は、実行委員会で企画・運営をしています。皆さん
の若い力とユニークなアイデアで、一生の思い出となるすば
らしい成人式を作り上げてみませんか？�

　三豊市情報公開条例および個人情報保護条例では、毎年1回、制度の運用状況を公表する
ことになっており、平成20年度中の運用状況は、次のとおりです。�

　2011年（平成23年）にアナログ放送が終了します。

地上デジタル放送の準備はお済みですか？�

　8月中に、高瀬・詫間・仁尾・三野町の公民館、

コミュニティセンターなど数カ所で、地デジのこと、

やさしく、ていねいに、ご説明します。詳しい日程

や会場は追ってお知らせします。なお、豊中・山本・

財田町は、来年1月に開催します。�

問い合わせ　総務省 地デジコールセンター�
☎ 0570ー07ー0101 または☎ 03ー4334ー1111

・公開請求の件数　　21件�

・公開請求に対する公開決定件数�
　　　　　　　　　　20件（部分公開決定含む）�

・公開請求に対する非公開決定件数　　1件�

・不服申立ての件数　  0件�

・個人情報取扱事務の登録の件数　　1,718件�

・開示請求、訂正請求および利用停止請求の件数　45件�

・不服申立ての件数　　0件�

問い合わせ　総務課　☎73ー3000

　英語で話すフリートーク型・自由参加型サロンです。�
お茶を飲みながらリラックスして英語を楽しみましょう！�

マリンウェーブ　　　　　�

ケビン・マルティネス（アメリカ出身）�

3回券500円、5回券900円、8回券1,500円　�

7月8日(水)、7月9日(木)、7月13日(月)、7月15日(水)、�
7月17日(金)、7月22日(水)、7月24日(金)、7月27日(月)

　日本のクレープとは全く違う中国陝西省ならではの�
中華風のクレープ “煎餅（ジェンビン）”を作ります。 　�

国際交流協会の会員になって国際交流イベントに参加しませんか？�

平成21年度会費額�
■個人会員　　　1,000円　�
■法人会員　 　10,000円�

詫間町大浜学校給食センター�

申し込み・問い合わせ　（財）三豊市国際交流協会　☎ 56 -5121　（マリンウェーブ内・火曜休館）�

今年のタマネギは大きく育ったよ。�
　　　　　　給食にも使ってもらおう！�

　賛助会員になると下記のような�
イベントへの参加特典があります。�

10：30～12：30

　市内に在住する外国の人と、バーベキュー�
大会、各国のゲームやスポーツなどを通して�
文化交流を行います。�

＊講　師：ラン　ケイトウ（中国出身） 

問い合わせ　政策課　☎ 73 ー3010

問い合わせ　生涯学習課　☎62ー1113

7 月1日（水）～ 31日（金）�

スタッフ会は、約１時間半の毎月1回程度�
1 回目は、9月中旬に開催予定�
�

平成22年1月10日（日）�

平成22年成人式対象者（平成元年4月2日�
～平成2年4月1日生まれ）または成人式の�
企画・運営に参加できる人�

　7月1日、日本全国すべての事業所および企業を

対象に、経済センサスが行われます。�

　調査の結果は、国や地方公共団体などの経済施策、

雇用対策、中小企業政策など、さまざまな施策の

基礎資料として活用されます。�

　県知事から任命された統計調査員が調査票を持

ってお伺いしますので、皆さまのご協力をお願い

します。�

　「ぼくはトマトが嫌いや。食べられるかな」「わたしはピ
ーマンが嫌いや」などと言いながら給食を食べている子ど
もがいます。嫌いな理由は、食感やにおいなどさまざまですが、

不思議なことに自分た
ちで栽培したトマトだと
おいしく食べています。�
　学校や幼稚園では、
学校農園や花壇などで
野菜や稲を栽培してい
ます。自分たちで世話
をすることを通して、

水やりや草取り、害虫駆除など、管理の大変さを学んで
います。子どもたちも、日ごとに成長していく野菜に愛
着がわいてきているようです。自分たちが育てた野菜を

大切に扱う「心の育ち」も大切にしたいものです。�
　大浜学校給食センターでは、多くの種類の野菜が摂れる
よう調理法を工夫しています。また、栄養士と連携して栄
養指導も行っています。先日、大浜小学校でタマネギの収
穫をしました。
今年度も、こ
のタマネギを
使って調理し、
子どもたちと
収穫の喜びを
共有したいと
考えています。�

学校栄養職員による栄養指導�

　三豊市国際交流協会では、市民の国際感
覚のさらなる醸成を目指して、さまざまな
事業を行っており、いっしょに活動してく
れる賛助会員を随時募集しています。�

いつでも会員になれます！�

7/11
（土）� 14：00～17：00 at　蘭’s Gardenat　マリンウェーブ�

＊材料費：1人500円�
＊材料費：1人1,500円（小・中・高校生500円）�

7/26
（日）�
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��　
夏
休
み
期
間
中
の
放
課
後
児
童
指

導
員
を
募
集
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
宿
題
や
読
書
を
し
た
り
、
遊
ん
だ

り
す
る
の
を
見
守
っ
て
く
れ
る
人
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
子
育
て
支
援
課
�

　
☎
73
・
3
0
1
6
�

��◆
業
　
種

　
地
区
公
民
館
主
事
�

◆
勤
務
場
所
�

　
詫
間
町
公
民
館
�

◆
募
集
人
員
�

　
1
人
（
詫
間
町
在
住
者
）
�

◆
採
用
予
定
日
�

　
平
成
21
年
9
月
1
日
�

◆
試
験
方
法
�

　
口
述
試
験
�

◆
受
付
期
間
�

　
7
月
6
日（
月
）〜
23
日（
木
）�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
生
涯
学
習
課
�

　
☎
62
・
1
1
1
3
�

��◆
職
　
種

　
消
防
吏
員
�

◆
採
用
予
定
�

　
人
員
�

　
6
人
程
度
�

◆
受
験
資
格
�

　
昭
和
60
年
�

　
4
月
2
日
�

　
〜
平
成
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

　
ま
れ
た
男
子
�

　
※
居
住
圏
域
の
制
限
お
よ
び
身
体

　
　
な
ど
の
基
準
が
あ
り
ま
す
�

◆
受
付
期
間
�

　
8
月
3
日（
月
）〜
20
日（
木
）�

◆
試
　
験
�

　
第
一
次
　
9
月
20
日
（
日
）
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
三
観
広
域
行
政
組
合
�

　
消
防
本
部
総
務
課
�

　
☎
23
・
3
9
7
0
�

　
事
務
局
総
務
課
�

　
☎
25
・
3
2
0
4
�

��◆
職
　
種
�

　
保
健
師
、
看
護
師
、
助
産
師
な
ど
�

◆
採
用
予
定
人
員
�

　
40
人
程
度
�

◆
受
験
資
格
�

　
平
成
22
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
人
�

　
看
護
師
免
許
を
有
す
る
人
�

◆
必
要
書
類
�

 
採
用
試
験
申
込
書
、
成
績
証
明
書
、

　
卒
業
見
込
み
証
明
書
ま
た
は
免
許

　
証
の
写
し
�

◆
受
付
期
間
�

　
8
月
10
日（
月
）ま
で
�

◆
試
　
験
�

　
第
一
次（
筆
記
）　
8
月
22
日（
土
）�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
三
豊
総
合
病
院
組
合
総
務
課
�

　
☎
52
・
3
3
6
6
�

������������������◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所
�

　
☎
25
・
6
1
2
2

���◆
日
　
時

　
7
月
26
日（
日
）
午
前
9
時
〜
�

◆
場
　
所
�

　
高
瀬
町
総
合
体
育
館
�

◆
参
加
資
格
�

　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
通
学
�

　
し
て
い
る
人
�

◆
参
加
料
（
1
チ
ー
ム
あ
た
り
）
�

　
硬
式
の
部
　
　
8
0
0
円
�

　
ラ
ー
ジ
の
部
　
6
0
0
円
�

◆
競
技
部
門
�

　
硬
式
の
部
（
年
齢
制
限
な
し
）
�

　
男
子
の
部
・
女
子
の
部
�

　
ラ
ー
ジ
の
部
（
年
齢
は
50
歳
以
上
）�

　
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
�

◆
申
し
込
み
期
限
�

　
7
月
15
日
（
水
）
�

������������◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
生
涯
学
習
課
�

　
☎
62
・
1
1
1
3
�

�����������������◆
日
　
時
�

　
7
月
26
日（
日
）、8
月
2
日（
日
）、

　
9
日（
日
）�

　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時
�

◆
場
　
所
�

　
高
瀬
町
総
合
体
育
館
�

◆
対
　
象
�

　
市
内
に
在
住
の
小
学
生
�

◆
指
　
導
�

　
三
豊
市
体
育
指
導
委
員
�

◆
定
　
員
�

　
40
人
（
先
着
受
付
順
）
�

◆
準
備
物
�

　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
体
育
館
�

　
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
な
ど
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
生
涯
学
習
課
�

　
☎
62
・
1
1
1
3
�

��◆
日
　
時
�

　
7
月
30
日（
木
）�

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
�

◆
場
　
所
�

　
三
豊
合
同
庁
舎
3
階
大
会
議
室
�

◆
テ
ー
マ
�

　
「
知
っ
て
い
ま
す
か
、
う
つ
病
」
�

　
　
〜
正
し
い
知
識
と
対
処
法
〜
�

　
講
師
　
三
船
　
和
史
　
氏
�

　（
三
船
病
院
院
長
　
精
神
科
医
師
）�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
�

　
保
健
対
策
課
�

　
☎
25
・
2
0
5
2
�

��◆
日
　
時
�

　
7
月
25
日（
土
）�

　
午
後
2
時
〜
4
時
�

◆
場
　
所
�

　
丸
亀
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

　
4
階
研
修
会
議
室
�

◆
テ
ー
マ
�

　
「
関
節
リ
ウ
マ
チ
と
周
辺
疾
患
」
�

　
講
師
　
真
鍋
　
等
　
氏
�

　
（
高
松
平
和
病
院
　
副
院
長
）
�

　
※
講
演
終
了
後
に
療
養
相
談
あ
り
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
R
A
ほ
の
ぼ
の
会
�

　
☎
0
8
7
7
（
6
2
）
9
3
9
8
�

�

募

集
�

募

集
�

三
豊
市
臨
時
職
員
募
集
�

三
観
広
域
行
政
組
合
職
員
募
集
�

自
衛
官
募
集
�

三
豊
総
合
病
院
職
員
募
集
�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
�

夏
休
み
中
の
指
導
員
募
集
�

小
学
生
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
�

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
研
修
会
�

関
節
リ
ウ
マ
チ
講
演
会
�

三豊市メール配信�
サービス実施中�

登録はこちら�▼
�

三
豊
市
長
杯
卓
球
大
会
�

（
団
体
戦
）
参
加
者
募
集
�

�

問い合わせ　たかせ天然温泉　☎73－3726▼
�

問い合わせ　山本町公民館　☎63－1041▼
�

問い合わせ　生涯学習課　☎62－1113▼
�

問い合わせ　総務課　☎73－3000▼
�

問い合わせ　三野町公民館　☎73－3114▼
�

7月5日（日）　午後1時30分～3時�
三野町社会福祉センター�

「地震から得たもの」太田　敏子　氏�

日　時�

場　所�

テーマ�

7月22日（水）午前9時30分～11時30分�
山本町生涯学習センターロビー集合�
（説明のあと、ゲートボール場へ移動します）�
帽子、飲み物�

日　時�

場　所�

準備物�

区　分�

航空学生�

受験資格�

高卒（見込含む）�
21歳未満�

18歳以上27歳�
未満（新卒者含�
む）�

受付期間�

9月11日�

（金）まで�

随時受付�

一般曹候補生�

2等陸海空士�

　阪神・淡路大震災の語りべである太田敏子さん
を招いて、顔の見えるご近所づきあいや防災意識
の大切さを語っていただきます。�

　46年ぶりの皆既日食です。日本本土は中心食帯からはずれ
るために、部分日食の観察となります。安全な観察方法を学
びましょう。雨天曇天のときは、ビデオでの学習となります。�

　市内に所在する文化財177点（国指定11点、県指定
38点、市指定122点、登録有形文化財6点）のすべてを
カラー写真と文章で分かりやすく紹介しています。�

�
　フルカラー�
　Ａ4版�
　全164ページ�

　１冊1,000円�
�

＜販売場所＞�
　生涯学習課 ☎62-1113�
　宗吉かわらの里展示館 ☎56-2301�
　詫間町考古館 ☎83-6858　高瀬町公民館 ☎72-5339�
　山本町公民館 ☎63-1041　三野町公民館 ☎73-3114�
　豊中町公民館 ☎62-1155　詫間町公民館 ☎83-8811�
　仁尾町公民館 ☎56-9565　財田町公民館 ☎67-0108

　高瀬川の破堤、はん濫などの浸水や避難に関する情
報をお知らせするための「三豊市洪水ハザードマップ
（高瀬川）」を作成しました。�
　この洪水ハザードマップには、大雨により高瀬川の
堤防が壊れたり、川から水があふれたりした場合に予
想される浸水区域と水深に加えて、避難所一覧、緊急
連絡先、防災関連施設一覧などの防災情報も記載して
います。�
　浸水想定区域内の自�
治会全世帯および医療�
機関や社会福祉施設な�
どに直接配布します。�
（総務課または各支所�
市民サービス課でも配�
布）�
　また、市ホームペー�
ジでも公開しています。�

　建物の修繕工事のため、建物の修繕工事のため、8月3131日に一旦営業を休止日に一旦営業を休止しますします。�

　これにともない、　これにともない、現在発行している回数券および入湯券の
利用期限は平成21年8月31日までとなりますので、お早め
にご利用ください。�
　営業再開は平成営業再開は平成2121年1111月頃になる予定です月頃になる予定です。�

7月19日（日）午前9時～12時30分�
下高瀬小学校運動場、�
三野町体育センター・センター前広場�
起震車による地震体験、煙筒体験、�
各種訓練、防災クイズなど�

日　時�

場　所�

内　容�

　「自分たちのまちは自分たちで守る！」という
心構えで、防災に強いまちづくりを進めます。�

みの防災フェスタ�

防災講演会�皆既日食を観察しよう�「三豊市の文化財」を発刊しました！�三豊市洪水ハザードマップ（高瀬川）を作成�

たかたかせ天然温泉天然温泉 営業休止の営業休止のお知お知らせ�たかたかせ天然温泉天然温泉 営業休止の営業休止のお知お知らせ�たかせ天然温泉 営業休止のお知らせ�
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��　（
財
）日
本
遺
族
会
は
「
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
�

　
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
戦
没

し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
て
慰
霊
追
悼
を

行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
住
民
と
友

好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　（
財
）日
本
遺
族
会
事
業
課
�

　
☎
0
3
（
3
2
6
1
）
5
5
2
1

　
（
内
線
3
6
5
6
〜
3
6
5
8
）
�

◆
申
し
込
み
�

　
香
川
県
遺
族
連
合
会
�

　
☎
0
8
7
（
8
3
1
）
6
0
8
1
�

��　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
て
犯
罪

の
な
い
地
域

社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全

国
的
な
運
動

で
、
今
年
で

59
回
目
を
迎

え
ま
す
。
�

　
犯
罪
や
非

行
の
な
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
地
域
・
家

庭
・
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
す
。
�

����������　
最
近
、
全
国
各
地
で
文
化
財
の
放

火
や
盗
難
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
�

　
皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
近
く
に
あ

る
寺
社
や
古
民
家
、
骨
董
品
な
ど
の

文
化
財
は
、
地
域
で
代
々
守
り
継
が

れ
て
き
た
大
切
な
宝
で
す
。
�

　
こ
れ
ら
文
化
財
の
防
火
防
犯
体
制

を
改
め
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ

う
。�

　
ま
た
、
不
審
者
を
発
見
し
た
場
合

に
は
警
察
に
連
絡
す
る
な
ど
、
み
ん

な
の
目
で
文
化
財
を
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
�

��　
平
成
21
年
6
月
1
日
か
ら
道
路
交

通
法
が
改
正
さ
れ
、
飲
酒
運
転
や
悪

質
運
転
に
対
す
る
処
分
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
75
歳
以
上
の
高
齢

運
転
者
が
免
許
証
を
更
新
す
る
際

に
、
講
習
予
備
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
三
豊
警
察
署
�

　
☎
72
・
0
1
1
0
�

��◆
発
売
期
間
�

　
7
月
13
日（
月
）〜
31
日（
金
）�

◆
抽
せ
ん
日
�

　
8
月
11
日
（
火
）
�

������������◆
日
　
時
�

　
7
月
26
日（
日
）
�

　
午
前
7
時
〜
9
時
�

◆
場
　
所
�

　
各
支
所
持
込
場
所
�

　
※
仁
尾
町
は
仁
尾
リ
サ
イ
ク
ル
　

　
　
セ
ン
タ
ー
�

◆
品
　
目
�

　
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
�

　
紙
パ
ッ
ク
、
布
類
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
環
境
衛
生
課
�

　
☎
73
・
3
0
0
7

◆
日
　
時

　
7
月
8
日
（
水
）
�

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
�

◆
場
　
所
�

　
三
豊
合
同
庁
舎
3
階
研
修
室
�

◆
テ
ー
マ
�

　
「
声
の
か
け
方
を
考
え
よ
う
」
�

　
助
言
者
　
岡
本
　
隆
志
　
氏
�

　
（
さ
ぬ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

　
シ
ョ
ン
）
�

◆
対
　
象
�

　
ひ
き
こ
も
り
な
ど
で
悩
ん
で
い
る

　
家
族
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
�

　
保
健
対
策
課
�

　
☎
25
・
2
0
5
2
�

��◆
日
　
時

　
8
月
1
日（
土
）〜
2
日（
日
）�

　
1
泊
2
日
�

◆
場
　
所
�

　
愛
媛
県
四
国
中
央
市
土
居
町
�

　
「
浦
山
川
」
�

◆
参
加
料
�

　
6,
0
0
0
円
（
食
費
、
交
通
費
、

　
保
険
料
を
含
み
ま
す
）
�

◆
対
　
象
�

　
小
学
3
年
生
〜
中
学
2
年
生
�

◆
定
　
員
�

　
20
人
�

　
※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
�

◆
事
前
説
明
会
�

　
7
月
24
日（
金
）
午
後
7
時
30
分
〜�

　
善
通
寺
市
民
会
館
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
ち
び
っ
こ
冒
険
学
校
実
行
委
員
会
�

　
事
務
局
　
佐
藤
　
孝
雄
�

　
☎
0
8
7
7
（
2
2
）
0
0
3
6
�

�����　
平
成
21
年
度
第
2
学
期
（
10
月
入

学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
�

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な

ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
�

◆
受
付
期
間
�

　
8
月
31
日
（
月
）
ま
で
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー
�

　
☎
0
8
7
（
8
3
7
）
9
8
7
7
�

�����　
平
成
21
年
4
月
1
日
よ
り
、
こ
れ

ま
で
建
設
課
で
行
っ
て
い
た
建
築
、

都
市
計
画
の
業
務
が
分
割
さ
れ
、
建

築
基
準
法
に
基
づ
く
各
種
申
請
書

（
建
築
確
認
申
請
等
）
の
経
由
業

務
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行

為
許
可
申
請
等
に
関
す
る
業
務
を
行

い
ま
す
。
�

◆
業
務
内
容
�

　
建
築
確
認
申
請�

　
開
発
行
為
許
可
申
請
�

　
優
良
宅
地
認
定
事
務
�

　
耐
震
改
修
相
談
�

　
市
有
建
築
物
の
工
事
計
画
、
�

　
設
計
お
よ
び
監
理
な
ど
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
建
築
課
�

　
☎
62
・
1
1
3
6
�

���◆
対
　
象
�

　
　
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を

　
受
け
て
い
た
人
が
平
成
17
年
4
月

　
1
日
〜
平
成
21
年
3
月
31
日
の
間

　
に
亡
く
な
る
な
ど
し
、
平
成
21
年

　
4
月
1
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料

　
や
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給
権
者
が

　
い
な
い
場
合
に
、
所
定
の
先
順
位

　
の
遺
族
一
人
�

　
※
第
8
回
特
別
弔
慰
金
を
受
給
し

　
　
て
い
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま

　
　
せ
ん
。
�

◆
支
給
内
容
�

　
額
面
24
万
円
、
6
年
償
還
の
記
名

　
国
債
�

◆
請
求
期
限

　
平
成
24
年
4
月
2
日
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
福
祉
課
�

　
☎
73
・
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昭和初期に朝鮮半島へ出向いた三�
豊の農家が、種を持ち帰り、生産�
が始まったと言われています�

問い合わせ　農業振興課　問い合わせ　農業振興課　☎62－1128

▲
� 問い合わせ　農業振興課　☎62－1128

▲
�

「三
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三
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問い合わせ　三観広域北消防署　☎72－2119▼
� 問い合わせ　高瀬Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎73－4700�

　　　　　　財田Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎67－3721

▼
�

　三豊なすは、家庭菜園の定番として根強い人気に支えられ

ています。皮が柔らかく、味がしみやすいので辛子漬け、焼

きなすなどの料理で親しまれています。�

西讃県民センター　☎25－5135

▲
� 問い合わせ�

生　活
�

辞典�豆�

医療費の還付を語った不審な電話に注意！�

　　　　　社会保険庁の職員を名乗る電話があり、
「ご主人の医療費の還付がある」と言われ、身分証明
書と通帳かキャッシュカードを持って、銀行窓口に行
くように指示されました。�
　よくわからないので、主人に折り返し電話をさせる
からと電話番号を聞くと、在住地の市役所の支所の電
話番号を言われました。「社会保険庁なのに市役所の中
に窓口があるのか」と聞くと、「出先がある」と言われ
ました。まだ、銀行には行っていませんが、本当なの
でしょうか。�

　　　　　　公的機関から個人宛に還付の手続きで電話
をすることはありません。また、還付手続きのために、
ＡＴＭの操作やフリーダイヤルへの電話を求めることも
ないので、指示されても無視しましょう。�

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
�

利用時間　午前9時～午後9時�
場　　所　財田・高瀬B&G海洋センター�
※小中学生は午後5時、高校生および保護者同伴の�
　幼児・小中学生は午後8時まで�

プール�

利用時間　�
　午前10時～午後5時�
場　　所　�
　高瀬B&G海洋センター�
　艇庫�
※小学3年生以下は保護者同伴�

舟　艇�

　7月20日（月）の「海の日」に、プールと舟艇
（高瀬B&G海洋センターのみ）の無料開放を行いま
す。水不足が深刻な場合は中止となります。�　毎年、8月～9月頃を中心に、日本には台風が接近

し、各地にさまざまな被害がもたらされています。
強い風や大雨をもたらす台風によって起きる災害に
は、洪水、土砂災害、高潮、高波、突風などがあり
ます。大雨などは地震と違い、ある程度予測がつき
ます。気象情報には十分注意しましょう。�

＜準備のポイント＞�
・停電に備え、懐中電灯や携帯ラジオの準備をしま
　しょう。�
・避難に備えて貴重品などの非常持ち出し品の準備
　をしておきましょう。�
・窓や雨戸などは飛ばされないようにしっかりと補
　強しましょう。�
・避難場所を確認しておきましょう。�

プール&舟艇 無料開放�

台風に備えて�
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健康相談� 健康課　☎73－3014

高齢者あんしん相談�地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談�

※今月の高瀬町農村環境改善センターでの健康相談はお休みです。�
※今月の三野町保健センターでの健康相談は第4月曜日になっています。�

乳幼児健診� 子育て支援課　☎73－3016

4・10カ月児健診� 21日（火）�

28日（火）�

2日（木）�

9日（木）�

16日（木）�

23日（木）�

豊中�

三野�

豊中�

三野�

豊中�

三野�

（平成21年3月生まれ）��
（平成20年9月生まれ）�

13:30～�
　　13:50

1歳6カ月児健診�
（平成19年12月生まれ）�

3歳児健診�
（平成17年12月生まれ）�

対　象� 日程� ※場所�受付時間�

詫間福祉センター�

山本町保健センター�

豊中町保健センター�

財田町国保高齢者保健福祉支援センター�

仁尾町福祉会館�

三野町保健センター�

9:30～11:00

日　程� 時　間� 場　所�

2日（木）�

8日（水）�

10日（金）�

16日（木）�

21日（火）�

27日（月）�

市民力�

※香川県人口移動調査による�

世帯数� 世帯�（＋26）� （－30）�人�男�

総人口� （－32）� （－2）�人� 人�女�

　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただきま
した。厚くお礼申し上げます。　　　　（敬称略・受付順）�

三豊市の人口� 平成21年6月1日現在�

社会福祉協議会へ�

みとよ未来技術基金・財田町公民館図書室へ�

豊中町�
高瀬町�
三野町�
豊中町�
財田町�
高瀬町�

10：00～11：30
日　程� 時　間� 場　所�

職業相談�

ふれあいプラザにお�

ふれあいプラザにお　☎82－2607

13日（月）�

9：30～15：00
日　程� 時　間� 場　所�

知的財産・技術相談�

豊中町保健センター�

商工観光課　☎62－1129

14日（火）�

（　）内は前月比�

10：00～15：00�
13：00～15：00�
10：00～15：00�
13：00～15：00�
10：00～15：00�

13：00～16：00

　　1日（水）�
　2日（木）�

13日（月）�

�
15日（水）�

日　程� 時　間� 場　所�

行政相談�

豊中町保健センター�
三野町社会福祉センター�
高瀬町農村環境改善センター�
山本庁舎�
仁尾庁舎�
詫間福祉センター�
財田庁舎�

総務課　☎73－3000または各支所市民サービス課�

表�紙�今�月�の�

日　程� 医療機関名� 電話番号�市町名�

休日当番医�

平林医院�

細川整形外科医院�

小野医院�

森内科医院�

石井医院�

松井病院�

池田外科医院�

富田内科医院�

西香川病院�

小林整形外科医院�

5日（日）�

�

12日（日）�

�

19日（日）�

�

20日（月）�

�

26日（日）�

詫間町�

観音寺市�

詫間町�

観音寺市�

高瀬町�

観音寺市�

豊中町�

観音寺市�

高瀬町�

観音寺市�

83－2221�

25－4290�

83－8181�

25－7363�

73－6100�

23－2111�

62－3151�

24－0180�

72－5121�

25－7311

※休日当番医は、都合により変更になることがあります。�

休日当番医�歯科�

日　程� 医療機関名� 電話番号�市町名�

小川歯科医院�

河田歯科医院�

漆川歯科医院�

黒田歯科医院�

5日（日）�

12日（日）�

19日（日）�

26日（日）�

観音寺市�

54－5118�

23－1181�

54－2077�

25－3671

仁尾庁舎�

三豊市役所�

三野町保健センター�

財田町国保高齢者保健福祉支援センター�

豊中庁舎�

山本町保健センター�

詫間福祉センター�

10:00～11:00

日　程� 時　間� 場　所�

6日（月）�

9日（木）�

10日（金）�

14日（火）�

15日（水）�

16日（木）�

22日（水）�

農事相談� 農業委員会　☎62－1137

日　程� 時　間� 場　所�

13：30～16：00

高瀬町公民館�
山本庁舎�
三野庁舎�
豊中町農村環境改善センター�

　7日（火）�
8日（水）�
9日（木）�
10日（金）�

7月 July

マリンウェーブ情報�
マリンウェーブ　☎56－5111▼

�

税務課　☎73－3006

▲
� 問い合わせ�

　仁尾町の父母ヶ浜では『ちちぶの会』の皆さんが毎月
第1日曜日の朝に海浜清掃を行っています。�
　ちちぶの会は、活動を初めてから今年で13年目。当初
は、7人で活動を始めましたが、現在、53人にまで会員
が増えました。昨年には、会の活動をたたえて、国土交
通省四国地方整備局から感謝状が贈られました。�
　事務局の塩田健治さんは「なんも連絡せんでも、みん
な集まってきてきれいにして帰っとる。四国でも珍しい
この遠浅の砂浜を、みんな守りたいんじゃ」と笑顔で話
してくれました。�

日　程� 時　間� 場　所�

10：00～15：00

豊中町保健センター�
詫間福祉センター�
高瀬町農村環境改善センター�
仁尾庁舎�
三野町社会福祉センター�

1日（水）�
8日（水）�
13日（月）�
21日（火）�
22日（水）�

人権課　☎73－3008または各支所市民サービス課�人権相談�

◎県の専門員が相談に応じます。�
◎希望者は事前に電話でお申し込みください。�

13:30～15:00

日　程� 時　間� 場　所�

豊中町保健センター�

子育て支援課　☎73－3016児童相談�

28日（火）�

10:00～11:30
日　程� 時　間� 場　所�

詫間福祉センター�

福祉課　☎73－3015こころの健康相談�

3日（金）�

森 　   貞 夫 �
川崎　明広�
綾　八重子�
斉藤　　広�
多田　賢広�
真鍋　惠子�

豊中町�
仁尾町�
財田町�
山本町�
高瀬町�

岩本　茂幸�
原　　光男�
香川　重子�
熊岡　幸子�
高木　　要�

（5月受付分）�

※要予約�

9:30～15:00
日　程� 時　間� 場　所�

本山寺�

健康課　☎73－3014献血�

5日（日）�

7月は「愛の血液助け合い運動」月間です。広げよう献血の輪！！�

10:00～11:30

13:30～15:30

日　程� 時　間� 場　所�

高瀬町公民館�

三野町太陽の家�

山本町老人ふれあいプラザ�

詫間福祉センター�

福祉課　☎73－3015精神デイケア�

2日（木）�

9日（木）�

１6日（木）�

21日（火）�

国際ソロプチミスト観音寺�

●国民健康保険税（全期前納および第１期分） �
●介護保険料普通徴収（　　〃　　）�
●後期高齢者医療保険料普通徴収（　〃　）�
●固 定 資 産 税（第２期分）�
　　　　　　　　　　　　の納付月です�

口座振替日および納期限�

7月31日（金）�
☆納付には口座振替が便利です。

☆全期前納の人で口座振替ができなかった場合は、
　期別振替に変更となります。

7 月 は�

昭和の個性豊かな俳優たち　豪華2本立て！�
日時　7月18日（土）　①9：30　②14：00

石原裕次郎23回忌を偲んで�

日時　7月19日（日）�
①10：00　②14：00

日時　8月23日（日）　開演14：00�
料金　一般　2,500円　高校生以下　800円�

日時　7月17日（金）　開演19：00�
料金　一般　500円　学生　100円�

沓掛時次郎　遊侠一匹 人生劇場　飛車角と吉良常

嵐を呼ぶ男

チケット�
好評販売中！�

演奏　田村真穂（ピアノ）�

※場所　豊中…豊中町保健センター　三野…三野町保健センター�

料金�
各日500円�
全席自由席�
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　5歳児が幼稚園の近く
を散歩中、サルトリイ
バラの葉っぱをみーっ
け！「そうだ、かしわ
もちを作ろう」と、た
くさん持ち帰りました。
かしわもちは、だんご
の粉をこねて丸めてあ
んこを入れて、葉っぱ
で包んで出来上がり。
蒸しあがったかしわも
ちでお茶会の始まりで
す。いつもと違った雰囲気にちょっと緊張しましたが、

「どうぞ」「ありがとう」「い
ただきます」の礼も上手に
できました。もちろん 3 歳
児や4歳児にもおすそわけ。
「ありがとう」「おいしかっ
たよ」の感謝の言葉に笑顔
がこぼれます。�

　今度は何を見つけようかな～。�
　幼稚園周辺には、見
たり触れたり試したり
できる宝物がいっぱい。
友だちと一緒にいろい
ろな経験をして元気な
『さいたっ子』が育って
います。�

　7月第一週に、今年の読書感想文課題図書を�
カウンターに並べます。ぜひご利用ください。�

　天神山にある梅の観察林。6 年生になると、そこで
育つ梅の木の様子や実のつき方などを観察しています。
　6月上旬には、地域の方をゲストティーチャーに迎え
て梅干しづくり体験を行
います。　「塩は梅1 kgに
100ｇですよ」「しそは塩
でしっかりもんでよ」と、
ていねいに教えていただ
きながら、児童は集中し
て作業に取り組みます。�
　7月には、楽しみにしていた梅干しができ上がります。
みんなでパックに詰めてメッセージや写真を貼り、校区
内の高齢者に配っています。「ぼくたちがつくった梅干
しです」と言って手渡すと、笑顔と「毎年ありがとう」
の声が返ってきます。地域のお年寄りとのふれ合いを深
める貴重な体験活動となっています。�

問い合わせ　山本町図書館　☎ 63ー1041▼
�

7月25日（土）午前10時～�日　時�

読み聞かせ・パネルシアター�
手遊びなど�

内　容�

山本町生涯学習センター　和室�場　所�


